
2019年度 西ブロック地域リーグ開催要項（仮） 

主旨 この大会は少年少女たちがサッカーへの興味・関心を持ち、さらに技術の向上を図りながら身体を

鍛え、フェアプレーの精神を培い、正しく力強く生きる人間づくりを目指すものである。 

名称 京都サッカースポーツ少年団連盟 京都少年サッカーリーグ 

主管 京都サッカースポーツ少年団連盟 

競技方法 前期、U-12は 3部・4部リーグ、U-11は 1部・2部リーグに分け、各グループ総当りのリーグ戦

を行う。 

後期、U-12は 3部、4部リーグ、U-11は 2部、3部リーグに分け、各グループ総当りのリーグ戦

を行う。 

通年にて U-10は各グループ総当りのリーグ戦を行う。 

競技時間 15分－5分－15分（30分ゲーム） 

競技場 ピッチサイズ（U-12/11:68ｍ×50ｍ、U-10:60ｍ×40ｍ）少年用ゴール 

（会場によりサイズがとれない場合は上記に近いものとする。） 

ペナルティーエリアは 12ｍ、ゴールエリアは 4ｍとし、センターサークルは U-12/11半径 7ｍ、 

U-10半径 6ｍ、コーナーアークは半径 1ｍ、ペナルティーマークは 8ｍとする。 

タッチラインのハーフウェーに 6ｍの交代ゾーンを設ける（ハーフウェーを挟んで 3ｍずつ） 

競技規則 当年度の京都サッカースポーツ少年団連盟京都サッカーリーグ開催共通実施要項及びハンドブッ

クを適用するが、下記については西ブロック地域リーグにおいて適用する。 

①1チームのエントリー人数は 8名～30名までとする。なお、移籍や追加選手は 10名まで認める。

ただし、その都度、競技委員長に申請する事。 

大会規律委員会 

〔 向山 聡 ・ 石川 範仁 ・ 小出 英之 ・ 担当支部長 ・ 競技委員長 〕 

をもって構成する。 

日程の変更 学校行事他、チームの諸事情により試合日にエントリーされた選手が 10 名以下となる場合は日程

シードを申請することができる。その場合は西ブロック事業部長に承認を受ける。 

・日程シード許可申請書を期日までに競技委員長へ提出する事 

・申請チームは、会場・日程の調整をし、迅速に試合を消化する事 

飲水 本部の判断にて飲水タイム、もしくはクーリングブレイクを行う。 

・噴霧器の使用を認める。 

・飲水タイム: アディショナルタイムを取らず、迅速に済ませて戻れるように実施する。 

・クーリングブレイク: アディショナルタイム前後半各 3分間とり、選手・主審は日陰に入り飲水

および身体を冷やし休息をとる。3分経過後、試合をただちに再開できるよう迅速に実施する。 

その他 * 大会期間中の疾病、怪我については各チームにて対応ください。 

* 選手は試合開始 5分前にはピッチサイドに準備を終えて待機してください。 

* 主審、予備審は自チーム試合終了 5分前には準備を行って待機してください。 



* 第 1試合チームが準備（試合開始 1時間 15分前より）、最終試合チームが後片付けとする。 

* 試合終了後のベンチ挨拶は、無し、と致します。 


